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　「公益社団法人　被害者支援センターやまなし」は、犯罪や事故等の被害者やそのご家族、ご遺族に対して、精
神的なケアを行うなど、被害者の方の早期の立ち直りを支援するとともに、県民全体に被害者等に対する思いや
りを広める活動を通して、安心・安全な社会づくりを目的とする団体です。

被害者支援センターやまなし

山梨県公安委員会指定 犯罪被害者等早期援助団体

公益社団法人

支援

活動

広報

啓発

● 電話（メール）相談・面接相談

● カウセリング　● 法律相談

● 警察、検察庁、裁判所、行政機関等への付き添い　等

● 講演会

● 街頭広報　等



　令和3年1月27日から31日までの4日間、山梨県

県立図書館イベントスペース東面で、フォトジャ

ーナリスト大藪順子さんが始めたプロジェクト

「STAND Still」による写真展を開催しました。今回

の写真展は、大勢の方を集めての講演会に替えて

行うものであり、特に性暴力被害者等の理解と支

援をお願いするものでありました。

　大藪氏は、アメリカの新聞社で働いていた1999

年、自宅で性暴力に遭い、その後心身の混乱状態

と向き合いながらアメリカと日本で性暴力被害者

への支援と理解を広める活動を行う中で始めたプ

ロジェクト「STAND Still」による写真展でありま

す。犯罪被害者等が頑張って声を上げなくても普

通に支援が受けられる社会を目指し、大藪氏をは

じめ、性暴力サバイバー自身が撮影した被害者の

思いを可視化した写真作品でありました。

　17点の写真作品それぞれ解説がつけられ、訪れ

た人の心を掴んでいました。

展示会場の様子

当センターの令和2年度、9月以降の活動を紹介します。

■犯罪被害者支援写真展の開催
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　やまなし性暴
力被害者サポー
トセンター（か
いさぽももこ）
では、令和2年
11月13日 に 専
門家研修会を開
催しました。
　これは、性暴
力被害者が早期
に回復して頂く
ために、関係機
関で支援に携わ
る専門家の方々が、被害者を理解して適切な支
援を行わなければならないことから、専門家の
方々を対象に開催したものです。性犯罪性暴力
被害者支援にかかわる産婦人科医、精神科医、看
護師、弁護士、臨床心理士、警察官ら専門職が参
加し、講師として武蔵野大学人間科学部の中島

　命の大切さを学ぶ授業は、県内の中学生高校生を
対象に犯罪等で子供を亡くされた遺族による講演会
を開催し、犯罪被害者等が犯罪から受けた様々な「痛
み」、生命の大切さ等への理解を深めることで、将来

の社会を担う中学生高校生の間に、犯罪被害者等に
対する配慮や協力を涵養させ、犯罪を犯してはなら
ないという規範意識の向上を図るものであります。
　本年度は県警犯罪被害者支援室、中学校２校、高等
学校２校で実施しました。
　聴講した多くの生徒や保護者から感想をいただき
ました。今後も継続して行っていきます。

聡美教授のリモートによる講義としました。
　講義内容は、「性暴力被害者の心理とケア」で
あり、会場参加やリモート参加の方々からは、被
害者の心理等についてより深く理解できたとし
て、今後の関係する性暴力被害者の支援に役立
てたいと感想がありました。

■命の大切さを学ぶ授業
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　令和2年10月5日、JR甲府駅
前・ペデストリアンデッキで、「犯
罪被害者支援の日（10月3日）」
に因みまして犯罪被害者支援
活動キャンペーンを実施しました。
　「犯罪被害者支援の日」は、犯罪被害者支援活動の
きっかけとなった「シンポジウム」の開催日を平成15年
に定めたものであり、犯罪被害者支援活動等について
理解を深めていただくことを目的としています。

　当センターの佐々
木由紀相談員が、「全
国犯罪被害者支援フ
ォーラム2020」にお
いて、「犯罪被害者支
援功労者表彰 栄誉
章」を受章しました。
  佐々木相談員は、平成19年のセンター発足当時か
ら「犯罪被害者を支援し必ず元の生活に戻したい」
という熱い思いを持ち続け支援業務に従事しており
ます。平成30年からは、統括コーディネー兼性暴力
被害者サポートセンター長としても活動しています。
　おめでとうございます。

実施日 実　　　施　　　事　　　項

９
月

4日 公益認定等審議委員会立入検査

12日 グリーフと遺族支援講座参加

23日 日本財団預保事業R3年度助成事業説明会参加

24日 甲府刑務所における被害者支援の講演

10
月

5日 「犯罪被害者支援の日」広報活動

16日 全国犯罪被害者支援フォーラム2020参加

17日 全国犯罪被害者支援ネットワーク分科会参加（17・18日）

19日 甲府刑務所における被害者支援の講演

19日 臨床心理士会研修会講演

24日 女性の安全と健康ための支援研修会参加（24・25日）

30日 外部研修会報告会

31日 交通死亡ひき逃げ事件情報提供広報活動

11
月

4日 DV問題を考える講演会参加

7日 女性の安全と健康ための支援研修会参加（7・8日）

13日 性暴力被害者サポートセンター専門家研修会実施

23日 性犯罪・性暴力ワンストップ救援センター全国連絡会参加

28日 レジリエンスSAFER研修参加（28・29日）

12
月

1日 性犯罪・性暴力ワンストップ支援連携会議参加

12日
性犯罪・性暴力ワンストップ救援センター関東近郊連絡

会参加

19日 グリーフと遺族支援講座参加

１
月

9日 グリーフと遺族支援講座参加

27日 犯罪被害者支援写真展開催（27〜31日）

２
月

5日 甲府刑務所における被害者支援の講演

6日 女性の安全と健康ための支援研修会参加（6・7日）

20日 グリーフと遺族支援講座参加

24日 性被害者支援対象者向け研修会

３
月

8日 第3回目理事会（2:00〜図書館）

20日 レジリエンスSAFER研修参加（20・21日）

●被害者支援事例検討会実施

　　9/7、9/17、10/8、11/10、12/14、1/13、2/15、3/9

●命の大切さを学ぶ授業実施

11/4県立塩山高校、11/18県立富士河口湖高校、11/19富

士吉田市富士見台中学校、3/12甲府市立北中学校（2回実施）

●犯罪被害者自助グループ「ゆるら」会合開催支援

　　9/15、10/22、11/16、12/17、2/17、3/24
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令和2年9月から令和3年3月の活動令和2年9月から令和3年3月の活動

被害者支援の日被害者支援の日
街頭キャンペーン街頭キャンペーン  
JR甲府駅前
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甲府安全運転管理者協議会
南甲府安全運転管理者協議会
南アルプス警察署管内銃砲保
安協会
国際交流南アルプス地域連絡
協議会

朝比奈フミコ
中 嶋 義 夫

山 村 美 樹

㈱芙蓉
原税務会計事務所
菱山ふれあいの会（三森正光）
㈲八田電装
㈲三栄観光

市川三郷町役場	 1台
ぴゅあ総合	 1台
バイクショップダイモン	 1台
東京エレクトロン	 2台
いちやまマート㈱	 3台

原税務会計事務所
㈲パンの家エム・ワン
山梨県CATV㈱

㈱アダストサービス
キリンビバレッジ㈱
コカ・コーラボトラーズジャパ
ン㈱
㈱フローレン
㈱内藤乳販
ダイドードリンコ㈱

赤 岡 和 代
岡 野 尚 子
長 田 　 法
小 沢 啓 子
川 口 守 弘
坂 本 美 穂
田 村 貞 洋
中 込 慎 也

藤 田 貴 仁
保 坂 　 積
松 澤 美 世
三 浦 智 幸
山 村 和 之
山 本 和 美
若 月 健 太
若 林 　 光

　やまなし性暴力被害者サポートセンター「かい
さぽ ももこ」は、性犯罪・性暴力の被害にあわれた
方からの相談を受け、支援機関と連携して産婦人
科医療、カウンセリング、法律相談、警察への付き
添い等総合的なサポートを行うために、平成30年
4月から受託事業で設置されています。
　最近の「性犯罪・性暴力増加等による根絶に向
けた取組と被害者支援を強化していく必要性」や

韮崎建設業防犯交通安全協議会
北杜地区建設防犯交通安全
協議会
鰍沢警察官友の会
南部地区建設業防犯協議会
笛吹警友会
笛吹警察官友の会
日下部地区建設業防犯協議会
日下部地区金融機関防犯協議会
富士吉田安全運転管理者協議会
富士吉田警察官友の会
大月警察官友の会

富岳通運㈱	 7台
いすゞ自動車首都圏㈱	 1台
㈱山梨文化会館	 1台
㈲藤代自動車	 3台
㈱コーエイ	 2台
五光ビル	 1台
南部自動車教習所	 1台

「性犯罪・性暴力の根絶を求める社会的気運の高
まり」から性犯罪・性暴力対策強化のための関係
府省会議で決定された対策の1つとして電話相談
時間の延長が、令和3年4月1日から実施されます。

㈱寿楽	 1台
㈱湯村自動車学校	 1台
ネッツトヨタ山梨都留店	 1台
㈱メッツ身延工場	 1台
学校法人山梨大学	 1台
山梨交通㈱敷島営業所	 1台

性暴力とは?

あなたが、望まない性的な行為は全て性暴力です。

被害者の方は?

被害に遭われたあなたが悪いのではありません。1人で悩まずに相談を。

電話相談受付　月曜日〜金曜日（祝日・年末年始を除く）

午前10時〜午後4時　→　午前9時〜午後5時

「かいさぽ ももこ」電話相談時間変更のお知らせ

（令和3年4月1日から）

あなたの思いやりが被害者を支えています。ご協力感謝申し上げます。

設置協力者

団体・警察

協力自動販売機供給企業

法人賛助会員個人賛助会員

法　人　寄　付

個　人　寄　付

令和2年9月9日から令和3年3月20日までの間に、会費や寄付金のご協力をいただいた方々です。（敬称略・順不同）

被害者支援寄附金付自動販売機を設置していただき、その売上金の一部を当セン
ターにご寄付いただいている企業・団体の方々です。（敬称略・順不同）

匿名を希望されている方の
お名前は掲載していません。
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URL  http://sien-yamanashi.com　　　MOBILE  http://sien-yamanashi.com/m/

Email  sien-yamanashi@comet.ocn.ne.jp

事務局:〒400-0031 甲府市丸の内2-28-15 キクヤビル1F　TEL・FAX 055（228）8639

6

あなたの思いやりを　第35号

被害者支援センターやまなしからのお願い !被害者支援センターやまなしからのお願い !


